
緊急度 症状・状態 平日昼間の対応 夜間/休日の対応

緊急性が高い

意識がない
反応がない
呼吸をしていない
けいれんしている
大量の出血がある
頭頚部を強打した

※傷病者を動かさない
①救急車を呼ぶ ・ (必要時)AEDを使用する
(119へ電話)

②保健学生相談室へ電話
(0268-39-0040または内線161)

不在の場合には総務へ電話
(0268-39-0001または内線106)

①救急車を呼ぶ(119へ電話)
(必要時)AEDを使用する

②緊急連絡先(総務)へ電話
(090-9275-9127)

症状は重めだが
救急車を呼ぶ
ほどではない

意識はあるが自力で動けない
激しい痛みがある

保健学生相談室へ電話
(0268-39-0040または内線161)

保健学生相談室不在時には
傷病者が学生の場合 ⇒学生支援へ電話

(0268-39-0028または内線123)

傷病者が教職員の場合⇒総務へ電話
(0268-39-0001または内線106)

①周囲の人に助けを呼ぶ
(協力者を増やす)

②タクシー等を利用して近隣医療機関
を受診

緊急性が低い
意識がはっきりしている
自力で動ける

保健室(4-105)で処置・休養
保健室利用時は保健学生相談室へ連絡
不在時は学生支援または総務へ連絡

または近隣の医療機関を受診

①近隣医療機関を受診

②安全な手段で速やかに帰宅

その他情報

◆タクシー対応先 ： 浅間観光タクシー(年中無休) TEL 0268-26-2211

◆近隣医療機関情報 ： 上田市医師会 https://ueda-med.or.jp/

◆全国版救急受診アプリ(愛称「Q助」）：
急な病気やけがをした際に、救急車を呼ぶべきか、自分で病院へ行くべきか迷ったときの判断を支援する総務省消防庁の公式サイト

  https://www.fdma.go.jp/relocation/neuter/topics/filedList9_6/kyukyu_app/kyukyu_app_web/index.html

学内での傷病発生時の初期対応について 保健学生相談室

医療機関MAP

Ｑ助

上田市医師会HP

(休日緊急医情報・医療機関紹介あり)

https://ueda-med.or.jp/
https://ueda-med.or.jp/
https://ueda-med.or.jp/
https://www.fdma.go.jp/relocation/neuter/topics/filedList9_6/kyukyu_app/kyukyu_app_web/index.html


ＡＥＤ(自動体外式除細動器)は、心肺停止した心臓に電気ショックを与えて正常な状態に戻すための救急器具

ＡＥＤは音声メッセージが流れるため、誰でも安全に使用することが可

倒れている人に意識がない・反応がない・呼吸がないなどの場合には、大声で人を集め、心肺蘇生を行い、AEDを装着・使用してください

設置場所 ： 1号館正面玄関 ・ 4号館玄関 ・ 体育館

ＡＥＤ について

AEDの使用方法等の詳細については以下をご参照ください☟

AEDの使い方と心肺蘇生の流れ ／ 旭化成ゾールメディカル
https://www.ak-zoll.com/aed/aboutaed/resuscitation.html

引用 『命を守る心肺蘇生AED』
全日本学校教材教具協同組合 発行
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